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方言の条件表現 ―全国分布の経年変化―
三井はるみ（言語変異研究領域）
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カケバ類
　カケバ・カキバ・ハキバヤ

カキャー類　カキャー・カキャ

カカバ類　カカバ・カガバ等

カクラバ類
　ハクラバ・カツラバ・カツラワー

　カツラー・カチュラー 等

カクバ類　カクバ・カクボー等

カクナラ類　カクナラ・カッナラ・カクナラバ等

カクンナラ類
　カクンナラ・カクガナラ・カットナラ・カクトナイバ等

カクダラ類　カクダラ・カフダラ・カグダラバ等

カク{準体助詞/形式名詞}ダラ類
　カクンダラ・カグアダラ・カクゴッタラ・カグゴンジャ等

カクンダ(ラ)バ類
　カクンダラバ・カグアダバ・カクゴッタラバ等

カクン{ダ/ジャ/ヤ}ッタラ類
　カグンダッタラ・カクノヤッタラ等

カクカラ類　カグガラ

カクトキ類　カクトキャー・カグドギ等

カクジャー類　カクジャ・カクジャー等

カクギー類
　カクギー・カクギニャー・カッギラー等

カキティカー類
　カキティカー・カキカー・ハチュンカ・

　カカディヤティカー・カーディヤティガー 等

その他

無回答
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本発表の目的
• 順接仮定の条件表現について，
• ２回の全国分布調査 と の結果を比較，
• 変化の方向の概観を得る。

概要
 主要な形式のまとまった分布は変わっていない。

 その中で…

① タラ等の制限の少ない形式を使用する地域が増加

② 同一地域内の形式のバリエーションの減少
→ 体系の単純化

③ 認識的条件文を担う専用形式の確立
→ 分化の進行・完了

GAJ FPJD

平良市字大神 予 futikaː

認 kakatijatikaː

伊良部村字仲地予 fuzïtiɡaː 伊良部町予 fuːtʃiɡaː

認 kaːdijatiɡaː 認kakitʃiɡaː

平良市字下里 予 fuːzïkkaː 平良市 予
ɸutsukaɾa

ɸutsukaː

ɸuɾjuːiba

認 kakadiatsïk̥aː 認kakɨtsukaː

下地町字上地 予 fuzïkaː 上野村 予 fusskaː

認 kakadijakkaː 認kakskaː

ト類
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フレバ類
フレバ・フエバ・プリバ・

フイバ・フリワ 等

フリャー類
フリャー・フリャ・フレアー・

フラー・フヤー・フレー・フイレー 等

フラバ類
フラバ・プラバ・プラボー

フルバ

フッタラ類
フッタラ・フタラ・プッター・

ッフチャラ 等

フッタラバ

フルト類 フルト・フット 等

フルナラ類フルナラ・フンナラ 等

フルンナラ類
フルンナラ・フットナラ 等

フル{準体助詞/形式名詞}ダラ類
フルゴッタラ・フッコンダ・フルヨダラ 等

フルンダバ類
フルゴッタバ・フルゴッダバ

フルンヤッタラ

フッチャー類フッテア・フッチャー

フルトキ・フッタトキ類
フリュントゥキヤ・フッタトキャ 等

フッギー類
フッギー・フリギリャ・フルギット・フッタギリ

フイネー類フイネー・プイネー

フーティカー類
フティカー・フズィティガー・

フーズィッカー・フティカラー 等

その他

無回答

バ類

タラ類

ティカー類

ネー類

ギー類

ナラ類

GAJ
方言文法全国地図

FPJD
全国方言分布調査

調査実施 1979-1982年 2010-2014年

地点数 807 554

話者 主として1920（大正
9）年以前生まれの
生え抜きの男性
各地点１名
調査時60～75歳中心

1940（昭和15）年以
前生まれの生え抜き
の男女
各地点１名
調査時 70歳以上

調査項目 文法、表現法 267 音声、語彙、文法 205

質問法（文法） 共通語翻訳式 共通語翻訳式

スタイル 話者自身が、くつろいだときや、ごく親し
い人と話すときに使うことば

条件表現項目 21 12

南琉球 北琉球
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九州

北東部
中国 四国 近畿 中部 関東

東北
南部

東北
北部

北海道

GAJ128
きのう書けばよかった
反事実的条件

バ
バ バ

バ
バ

バ バ
バ バ

バ
バ バ

ティカー ト タラ タラ ト

GAJ167
降れば船は出ないだろう
予測的条件：文末述立て

ティカー バ
バ

バ
バ

バ
タラ バ バ

バ
バ バ

タラ ネー ナラ タラ ト

GAJ169
行くとだめになりそうだ
予測的条件：避けたい後件

ティカー バ バ バ バ ト ト バ
ト ト バ ト

タラ ネー ト ト ト タラ タラ ト

GAJ225
行ってはいけない
予測的条件：禁止

ティカー

テワ ト テワ テワ
テワ

タラ テワ テワ テ バ
テワ

タラ タラ タラ

GAJ168
降ったらおれは行かない
予測的条件：文末意志

ティカー バ
バ

バ バ
タラ タラ

バ
タラ

ト
バ タラ

タラ ネー ナラ タラ タラ タラ

GAJ170
行ったら終わっていた
事実的条件

ティカー クトゥ
タラ タラ タラ タラ タラ タラ タラ タラ

タバ
タッケ

タラ
ケンヤ ト

GAJ133
書くならきれいに書いて
くれ 認識的条件

ティカー aバ (N)ナラ (N)ナラ (N)ナラ
バ

Nヤッタラ
(N)ナラ (N)ナラ

Nダラ
aバ

(N)ナラ
(N)ナラ (N)ダラ (N)ダラ Nダラ

条件表現の主要形式の全国分布

この研究は，国立国語研究所基幹型共同研究プロジェクト「方言の形成過程解明のための全
国方言調査」（2010-2015年度）および，JSPS科研費26244024による成果の一部である。
地図化にあたっては国立国語研究所による地図データとプラグインプログラムを使用した。

Ⅰ 明日雨が降れば船は出ないだろう ―予測的条件文

Ⅱ お前が行くとその話はだめになりそうだ ―避けたい事態

Ⅲ 手紙を書くなら字をきれいに書いてくれ ―認識的条件文

１.降ッタラが増えている
 近畿地方から周囲に

兵庫県北部～鳥取県
瀬戸内海沿岸～福岡県
北陸 愛知県西部

 北関東～南東北
栃木県
山形県内陸部 岩手県南部

＝接触による拡大

２.併用が減っている
 近畿・四国のバ×→タラ専用に
 南東北のト×→バ・タラ併用に

３. 断定辞を含む形式が減っている
 山形のゴッタラ（＜コトダラ）

＝認識的条件文との区別→Ⅲ

タラが受け入れられる理由
＝文法的・語用論的制限の少なさ

・そこに{×行けば／行ったら}電話をしろ (FPJD)

→本州以北は全域タラ

類例 福岡・大分のテカラ＝FPJDで出現

GAJ福岡県築上郡新吉富村
・明日雨が降リャー船は出ないだろう
・早く書キャーよかった
・行ッチェカラ悪イ（行ってはいけない）

→バが使えないときだけテカラ
FPJD福岡県豊前市
・雨が{降ッチカラ/降リャー}/船は出ないだろう。
・早く{書キャー/書イチカラ}間に合った
・そこに行ッチカラ電話をしろ
・行ッチカラツマラン（行ってはいけない）

→バが使えるときもテカラ

１.行クトが減っている
 近畿・四国タラ/ト×→タラ専用
 岡山・広島，長野・群馬

バ/ト×→バ専用
＝共通語の「ば」より制限が緩い

＝２.併用が減っている

３.行ッタラが増えている
 近畿地方から周囲に

４.行ケバが増えている
 中部地方。愛知・岐阜県境など

→用法の限定されたトを捨て
用法の広いバ・タラを選択

１.書クン{ヤ/ジャ}ッタラが増えている
 近畿地方から周囲に

２.併用が減っている
 近畿の(ン)ナラ↓

３.タ形のない形式が本土ではほぼ消滅
 書ケバ 高知県 山口県等
 本土の書カバ

岩手県 八丈島・三宅島
長野県秋山郷・開田村

 書クカラ 東北北部

→ ①断定辞を含み，かつ ②時制の対
立がある形式が全国的に認識的条件
文専用形式として定着。

→ 認識的条件文の分化の進行完了

後件が望ましくない事態で，文全体が
そのことを避けた方がよいという伝達
的意味を持つ。

→共通語では「ば」が使いにくい。

相手の意向や予定として実現が見込ま
れる事態を仮定的に取り上げる判断の
条件文

→共通語では「ば・と・たら」は使
えない。

→全国的にもこのタイプの条件文は，
専用の形式でほかの条件文と区別
されていることが多い。

逆行 琉球宮古方言
kaka-di=a=tsï̥kaː 衰退？
書く-意志=断定=条件

例外 鹿児島方言 バ/トの併用からト専用へ
・オハンガ行ット人ガ嫌ロカモナー
・ソッチエ行ットイカンドー
→語用論的な制限でバが使えない時はトを使うと
いう独自の体系化
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フレバ類
フリバ類　フリバ・フリワ・プリボー 等

フリャー類
　フリャー・フリャ・フヤー・フレー・フイラー 等

フラバ
フララバ類　フララバ・フラーバ

フーバ

フッタラ類
　フッタラ・プッター・フーチャラ 等

フッタラバ
フッタバ
フッタレバ

フルト類

フルナラ類　フンナラ

フルンナラ
フッタンナラ類　フッタンナー

フルダラ類　フンダラ

フルゴッタラ・フルゴッタバ類
フルンヤッタラ
フッタトシタラ

フッチャー類　フッチャー・フッチャ

フルンデワ類　フンデワ

フッチカラ
フッタトキ類　フッタトキャー

フッギー類
　フッギー・フーギー・フルギラ・フイギーニャー 等

フイキー
フイネー類
　フイネー・プイネ・フイニーヤ・フーイナ

フーティカー類
　フユーティカ・フティカラ・
　フーチガー・フツカラ・フツカー・
　フッシカー・ッフィタカー・フルッカー

フイガシヤ

その他

ゴッタラ

GAJ FPJD
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イケバ類
　イケバ・イゲバ 等

イキャー類
　イキャー・イキャ・イケア・

　イカー・イチェー 等

イカバ類
　イキャボー・イカバヤ

イクバ類
　エグバ・イク゜バ・イクボー 等

イッタラ類
　イッタラ・イタラ・ングチャラ 等

イクト類
　イクト・イグト・イキュートゥ 等

イクナラ類　イクナラ・イッナラ 等

イクンダラ類
　イグゴッタラ・イッタゴンダラ

イクンダバ類　イグゴッタバ

イッチャー類
　イッチャー・イッチャ・イッテワ・

　イキテャー・ンジェー 等

イクギー類
　イクギー・イッギー・イクギラー・イタギリ 等

イクトサイガ類
　イクトサイガ・イクトセァガ

　イクトシャガ・イクトサイニ 等

イチーネー類
　イチーネー・イクンネー・イチュネー 等

イキティカー類
　イキティカー・イッティガー・イジカ

　ハルカー・パルッカー 等

その他

無回答

バ類

0 50 100 150km

イケバ類
イキバ類 イキバ・イギバ

イキャー類
　イキャ(ー)・イキヤ・イカェ・イカー

イクバ類 イキュンボー

イッタラ類
　イッタラ・イタラ・イキタラ・イッタリ・
　ングッチャ・ングチャー・ハッタ 等

イッタラバ

イクト類
　イクト・ングド・ユクト・イット・
　イキュット・イクトワ・イグズド 等

イクナラ
イッタナラ類 イッタナラ・イッタンナー

イコダイバ
イクガヤッタラ

イッチャー類
　イッチャ(ー)・イタッチャー・イッテワ・イッテ

イッタ(ン)ジャ(ー)・イッタデワ
イッチカラ
イッタックライ
イッタブンニャ
イクギー類
　イクギー・イクギラ・イクギンタ・イクゲンヤ・
  イッタゲナ

イクトサイガ類
　イクトサイガ・イクトサェーガ・イクサェーガ・
  イッタカサイニャ

イチーネー類
　イチーネー・イキネー・イクンネー・
　イキネヤ・イキーナ・イキナ 等

イキティカー類
　イジーカ・イフチガー・イキツカー・
  イキシカー・イキタカー・ハルカー 等

ヒガシヤ

その他
無回答

トサイガ類

タラ類

ト類

書ケバ類

ンヤッタラ類

(N)ナラ類

Nダラ類

書カバ類

書クカラ
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カケバ類
カキバ類　カキバ・ハキバ

カキャー類　カキャー・カーキヤ

カカバ類　カガバ・ハカワ

カクラバ類　カクラー・カチュラー・ハチューラバ等

カクリバ
カクバ類  カキュンボー

カクナラ類　カクナラ・カッナラ・カクナラバ 等

カクンナラ類
　カクンナラ・カクガナラ・カクンナラバ 等

カコナラ
カクナイバ類　カクナイバ・カキュンナリバヤ 等

カクトナイバ類　カクトナイバ・カクトナーバ

カクダラ類　カクダラ・カグダラバ 等

カク｛準体助詞／形式名詞｝ダラ類
　カクンダラ・カクアンダラ・カカンダラ・カグンダラバ・
　カグゴッタラ・カクゴンダラ・カグゴンジャ・カグゴッテ 等

カコダラバ類　カコダラバ・カコダーバ

カクダバ類　カクダバ・カグナバ 等

カク｛準体助詞／形式名詞｝ダバ類
　カクンダバ・カグオンダバ・カグナナバ・カグゴッタバ 等

カクンデアレバ類　
　カクンデアレバ・カグンダレバ・カクトヤレバ・
　カチュヌムンヤイネー・カグンディアッタラガラヤ 等

カクゴテアリャー類　カクゴテアリャー・カクゴタラ 等

カクン｛ダ／ジャ／ヤ｝ッタラ類
　カクンダッタラ・カクトジャッタラ・カクネヤッタラ・
　コースヌヤッター・ハクムヌヤチャー 等

カク｛ダ／ジャ／ヤ｝ッタラ

カクト｛スレバ／シタラ｝類　カグドシェバ・カクトシタラ

カクカラ
カクケバ・カッケラ
カクジャー
カクンジャッテカラ
カクトキ類
　カクトキ・カクトキャー 等

カクギー類
　カッギー・カクギンタ(ー)・カクギラ

カチネー類 カチネー 等

カキティカー類 カキツカー 等

その他
無回答

テカラ類

GAJ

GAJ

FPJD

FPJD

GAJ

GAJ FPJD

前件の未実現の事態が実現した場合に
起きる結果を後件に述べる。


